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経営主体 

（法人名） 

  浜松市南区下江町 522 番地 

 社会福祉法人 愛光会  理事長 鈴木 孝 

 保育園名  袋井ハローこども園     園長 鈴木 康 

 住  所  〒437-0123 袋井市下山梨 559 番地の 1 

 電話番号 

 FAX 番号 

 （0538）49-3399 

 （0538）49-3450 

 メールｱﾄﾞﾚｽ  harou1611@nifty.com 

 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ  http://homepage3.nifty.com/2961harou/ 

 

2. 施 設 の 概 要 

  (1) 開園日    平成 16 年 11 月 1 日 

 (2) 定 員    １１０名（保育認定 100 名・教育認定 10 名） 

(3) 対象年齢   ３ケ月から就学前 

(4) 保育室    ０歳児室、0・1 歳児室、１歳児室、２歳児室 

         ３歳児室、４歳児室、５歳児室の計７室 

(5) 敷地および建物面積 

       建物面積          １，０９９． ８㎡ 

       運動場面積  西運動場     ５３３．０８㎡ 

              東運動場   １，１６２．０７㎡ 

                     （緑地・道路部分を除く） 

       園児送迎駐車場       １，１９５㎡ 

       子育て支援センター駐車場    ４４６㎡ 

       敷地面積      合計  ４，４３５.９５㎡ 

(6) 建物および配置図 

  鉄筋コンクリート造り、２階建 

   ・１階・・保育室、事務室、多目的ホール、調理室、 

   ・２階・・子育て支援センター、一時預かり保育室、育児相談室 

(7) 地域の概要 

  ①本園は袋井市の中心地より北に位置し、園児は地元を中心に、広い 

    地域より通園しています。 

   ②本園の周りには、田畑が広がり、散歩に出れば公園や神社があり、 

    季節の動植物と身近に付き合える自然環境に恵まれた地域です・ 

   ③散歩に出れば、地域の方々が「かわいいね。どこゆくの。」と 

    気軽に声をかけてくれたり、季節の農作物を収穫させてくださっ 

たり、夏祭り、もちつき会には地域の方も参加していただき、地 

域ぐるみで温かく見守っていただいております。 



 
 

 

社会福祉法人 愛光会は、多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に

提供されるよう、創意工夫されることにより利用者が個人の尊厳を保持しつつ、心身と

もに健やかに育成されるよう支援することを目的として、次の社会福祉事業を行う。

第二種社会福祉事業

（イ）幼保連携認定こども園の経営

（ロ）地域子育て支援拠点事業の経営

（ハ）一時預かり事業の経営

（ニ）小規模保育所の経営

社会福祉法人愛光会は、社会福祉事業の担い手としてふさわしい事業を確立、効果的

かっ適正に行うために、自主的にその経営基盤の強化を図るとともに、その提供する福

祉サービスの質の向上並びに事業経営の透明性の確保を図るものとする。 以上 福 愛光

会定款より

上記の基本をふまえ、具体的には下記の理念で運営するものとする。

1) 児童の健全な発達を保障し、一人ひとりが大切に保育される中で子どもの事を一 番

に考え、保育環境を整える。

2) 保護者の就労サポートを基本に考え、保護者が安心して子どもを預け、仕事に専 念

できる保育園である事。

3) 職員にとって働きやすい職場である事。日常の保育で笑顔を絶やさずに生き生き

と、子どもたちとかかわれる職場である事。

4) 地域子育て支援、世代間交流、地域の小・中学校との交流等で地域とのかかわり を

深め、地域と共に児童、生徒、学生の育成に協力出来る保育園である事。

        

1 ) 思いやりのある子ども。

2) 元気に遊び、自分の思い 考え をはっきり言える子ども。



3) 感謝の気持ちが自然に表せ、あいさつがしっかり

出来る子ども。

4) 決まりや約束を守れる子ども。

5) 危険から身を守る力を養い、あらゆるものの命

 を大切に出来る子ども。

子どもたちは、どの子も秘めた可能性をもっています。幼い時に、その芽を摘まない

ように、私たち大人が適切な環境をつくって、可能性を引き出してあげることが大切で

す。

袋井ハロー保育園では、愛情ある保育の中で、基本的な生活習慣を身につけるとともに

園生活 あそび に自主的・自発的に取り組み、保育者や友達と一緒に創造的な生活

をっくりだし、いろいろな活動や体験を通して知育・徳育・体育・食育の基礎を身に

つけていきます。

将来、健全な社会人としての基礎、基本をつくりあげる事を目指します。

1 ) 年齢別のクラス編成をする中で、異年齢の交流にも心がけ、保育園での兄

弟姉妹と位置づけ、保育園は昼間の家庭として、子どもたちが安心して一日

が過ごせるよ うに愛情のある保育をいたします。

2) 地域社会とのかかわりを持ちお年寄りと触れ合う中で、思いやりや感謝の

気持ちを育てるよう心がけます。

3)   園庭で自由に体を動かして遊び、運動機能の発達を促します。

4)  自然に固まれた環境の中で身近な動植物や自然現象に関心を持ち、感性

豊かに育 てます

5)  多彩なカリキュラムを用意して、子供の個性や感性を育てます。

・ 音楽あそびの中で、からだ全体を使って音楽を捉え感性を養っていきま

す。

・古典楽器に触れ、忘れられつつある日本の古き良き伝統や作法を伝えて

いきます。

・ 未来を担う子供たち、その可能性を引き出すための礎づくりとして英語

に親しんでいきます。

6)  地域における子育て支援のために、乳幼児の子育てに関する受流の場を設け、

相談に応じるなどの社会的役割を果たします。 子育て支援センターを併設



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

一、職業人・プロとしての誇りと責任をもって

愛情保育をいたします。

一、利用者の利益を第ーと考え行動します。

一、お預かりしたお子さまは、登園した時と同じ状態で帰宅

させます。

一、元気よく、大きな声であいさついたします。

・ありがとうございます。

・ おはようございます。

・いってらっしゃい。

・お帰りなさい。 お疲れ様でした。 

 


